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上
大
川
前
通
12
番
町
に
あ

る
旧
小
澤
家
の
庭
園
を
、
10

月
11
日
か
ら
19
日
ま
で
一
般

公
開
し
ま
す
。

小
澤
家
は
、
19
世
紀
初
め

ご
ろ
か
ら
当
時
の
新
潟
町
で

活
躍
し
た
商
家
。
米
穀
商
や

回
船
問
屋
、
運
送
・
倉
庫
業
、

不
動
産
業
な
ど
手
広
く
経
済

活
動
を
行
い
、
明
治
末
期
に

は
新
潟
を
代
表
す
る
豪
商
と

し
て
知
ら
れ
ま
し
た
。

市役所への郵便物は、「〒951-8550 新潟市役所◯◯課」で届きます

地域保健福祉センター

市役所・保健所�228-1000（代表）
市立急患診療センター…228－2822
県歯科医師会休日歯科診療センター …283－3030
水　　　道　　　局 …266－9311
災害時の問い合わせ …226－5656

北
中
東
石山

259‐7332
273‐9932
243‐5312
286‐4450

南
中央
坂井輪
西
黒埼

285‐2373
266‐5172
260‐3255
262‐3405
377‐2110

電 話 案 内

市ホームページ
http://www.city.niigata.niigata.jp
※ホームページアドレスの末尾に/mail/index2.html
をつけると各課のアドレスが検索できます
市モバイル情報（携帯端末対応）
http://www.city.niigata.niigata.jp/i

●“高齢者福祉大学”“敬老寄席”を開催
● 高齢者などにインフルエンザ予防接種を実施
● 平成16年度公立・私立幼稚園募集一覧
● 子どもふれあいスクールが５校で始まる

絵
の
具
は
13
色
。�

ど
の
色
の
チ
ュ
ー

ブ
に
も
宝
物
が
い

っ
ぱ
い�！�

�合併建設計画
各地域の役割について～その2

合
併
建
設
計
画
で
は
、
既

存
の
市
町
村
区
域
を
単
位
に

６
つ
の
地
域
割
を
設
定
し
、

各
地
域
の
役
割
を
示
し
て
い

ま
す
。

�
亀
田
町
・
横
越
町
地
域

交
通
の
重
要
な
場
所
に
位

置
す
る
こ
と
か
ら
、
大
規
模

商
業
施
設
や
福
祉
文
教
施
設

を
活
用
し
た
人
・
物
が
交
流

す
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま

す
。田

園
や
阿
賀
野
川
を
は
じ

め
と
し
た
魅
力
あ
る
自
然
環

境
や
、
北
方
文
化
博
物
館
な

ど
歴
史
的
資
源
を
大
切
に

し
、
生
活
に
潤
い
と
安
ら
ぎ

を
提
供
す
る
ま
ち
づ
く
り
を

日時 10月２日午後２時～３時半
会場 市美術館　定員 120人
演題 祖父・棟方志功を語る
講師 石井頼子（棟方板画美術館学芸員）
申し込み ９月19日（必着）までに往復
はがき（１枚につき１人）に住所、氏名、
電話番号を記入し、〒951-8101、西船
見町5932-561、會津八一記念館（�
222-7612）へ　※応募多数の場合抽選。
10月２日から特別展を開催。詳しくは後
日、本紙に掲載

會津八一記念館 特別展講演会

日時 ９月16日午前10時から
会場 市役所第１分館301会議室
持ち物 印鑑　※入札により公売。買受
代金は当日午前11時までに現金で納めて
ください
問い合わせ 納税課（�内線2367）へ

電話加入権の公売

日
時

９
月
１７
日
午
後
０
時
２０
分
〜
同
５０
分

会
場

市
役
所
本
館
１
階
市
民
ロ
ビ
ー

出
演

中
村
真
理
子
（
ギ
タ
ー
）、丸
山
洋
子
（
チ
ェ
ン
バ
ロ
）

曲
目

フ
ア
ン
タ
ジ
ー
、
ソ
ナ
タ
、
ほ
か

ミ

ニ

コ

ン

サ

ー

ト

現
在
の
建
物
は
、
明
治
前

期
か
ら
大
正
に
か
け
て
建
て

ら
れ
た
商
店
と
住
宅
を
兼
ね

た
併
用
住
宅
で
、
平
成
14
年

に
本
市
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

敷
地
面
積
約
１
６
２
７
平

方
�
、
建
物
床
面
積
約
９
１

７
平
方
�
、
庭
園
面
積
は
約

９
３
４
平
方
�
で
、
周
囲
は

２
�
を
超
え
る
高
い
塀
で
囲

ま
れ
て
い
ま
す
。

建
物
は
伝
統
的
な
木
造
建

築
で
、
商
店
部
分
が
通
り
に

面
し
て
お
り
、
木
造
の
母
屋

や
離
れ
と
土
蔵
２
棟
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

建
物
の
裏
手
に
あ
る
庭
園

は
和
風
造
り
。
庭
の
中
央
に

は
佐
渡
の
赤
石
が
置
か
れ
、

多
く
の
紀
州
石
が
用
い
ら
れ

る
な
ど
、
当
時
の
豪
商
の
あ

と
が
う
か
が
え
ま
す
。

旧
小
澤
家
の
今
後
の
活
用

方
法
に
つ
い
て
は
、
現
在
検

討
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

見
学
に
は
申
し
込
み
が
必

要
で
す
。
な
お
、
申
込
状
況

に
よ
り
、
見
学
日
時
を
調
整

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

公
開
日
時

10
月
11
日
〜
19

日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

申
し
込
み

見
学
希
望
日

時
、
人
数
、
代
表
者
の
氏

名
・
電
話
番
号
を
電
話
か

F
A
X
で
国
際
課
（
�
内

線
２
０
５
４
、
�
２
２

５
・
３
２
５
５
）
へ

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ

ん
。
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ

い
（
バ
ス
利
用
の
場
合
、

八
千
代
橋
・
附
船
町
経
由

入
船
営
業
所
行
き
「
東
堀

通
12
番
町
」
バ
ス
停
下
車

徒
歩
３
分
、
昭
和
大
橋
・

湊
町
経
由
入
船
営
業
所
行

曙公園�

旧小澤家�

東堀通�
12番町バス停�

上大川前通�
10番町バス停�

柾谷小路�

東堀通�

本町通�

上大川前通�

「
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム

を
考
え
る
会
（
仮
称
）
」
の

委
員
を
公
募
し
ま
す
。

同
会
は
市
内
に
お
け
る
新

交
通
シ
ス
テ
ム
を
考
え
る
も

の
。
こ
れ
ま
で
も
市
な
ど
で

新
交
通
シ
ス
テ
ム
導
入
の
可

能
性
を
検
討
し
て
き
ま
し
た

が
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見

や
提
言
を
今
後
の
計
画
づ
く

り
に
取
り
入
れ
て
い
く
た

め
、
10
月
に
同
会
を
設
立
し

ま
す
。

委
員
は
公
募
委
員
の
ほ
か
、

学
識
経
験
者
や
経
済
・
産
業

関
係
者
な
ど
で
構
成
。
任
期

は
平
成
16
年
度
末
ま
で
で
、

こ
と
し
か
ら
２
年
に
わ
た
っ

て
活
動
す
る
予
定
で
す
。

対
象

本
市
に
住
所
が
あ
り
、

平
成
15
年
４
月
１
日
現
在
20

歳
以
上
で
、
平
日
昼
間
に
行

う
同
会
に
出
席
で
き
る
人

募
集
人
数

２
人

応
募
方
法

９
月
26
日
（
必

着
）
ま
で
に
「
新
潟
に
お
け

る
新
た
な
交
通
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て
」
と
題
し
た
作
文

（
８
０
０
字
以
内
）
に
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
生
年
月

日
を
記
入
し
た
用
紙
を
添
え

て
、
〒
９
５
１
・
８
５
５
０
、

都
市
計
画
課
都
市
交
通
政
策

室
（
�
内
線
２
８
２
０
）
へ

※
メ
ー
ル
で
の
応
募
も
可

（
ア
ド
レ
ス
の
検
索
方
法
は

左
下
の
電
話
案
内
に
掲
載
）
。

公
募
委
員
の
選
定
は
市
と
学

識
経
験
者
な
ど
で
行
い
ま
す

“新たな交通交通システムを考える会”�

市民委員を公募市民委員を公募�

“新たな交通システムを考える会”�

市民委員を公募�

と
し
て
参
加
し
、
地
元
学
の

楽
し
さ
や
課
題
、
夢
な
ど
を

話
し
合
い
、
今
後
、
地
元
学
を

ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

か
を
共
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

日
時

10
月
11
日
午
後
１
時

半
〜
４
時
半

会
場

市
民
プ
ラ
ザ

定
員

先
着
３
０
０
人

申
し
込
み

に
い
が
た
地
元

学
運
営
準
備
会
事
務
局
（
総

合
企
画
課
内
�
内
線
２
１
０

２
）
へ

機
会
に
な
り
ま
す
。

当
日
は
、
地
元
学
の
著
名

な
活
動
家
で
あ
る
結
城
登
美

雄
さ
ん
か
ら
、
豊
富
な
経
験

を
基
に
地
元
学
の
魅
力
を
語

っ
て
も
ら
う
ほ
か
、
に
い
が

た
地
元
学
の
推
進
に
向
け
た

準
備
会
か
ら
の
提
案
、
新
潟

の
ま
ち
づ
く
り
団
体
の
活
動

紹
介
が
あ
り
ま
す
。

に
い
が
た
地
元
学
談
議
で

は
、
結
城
さ
ん
、
団
体
活
動

者
、
篠
田
市
長
が
パ
ネ
リ
ス
ト

最
寄
り
の
金
融
機
関
な
ど
で

納
め
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
新
た
に
対
象
に
な

っ
た
人
（
１
期
、
２
期
、
全

期
前
納
分
の
納
付
書
が
送
付

さ
れ
た
人
）
で
、
全
期
前
納

を
希
望
す
る
人
は
、
第
１
期

の
納
期
限
・
９
月
30
日
を
過

ぎ
る
と
前
納
報
奨
金
（
納
付

額
総
額
の
７
・
５
％
）
の
交

付
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

下
水
道
業
務

課
（
�
内
線
２
９
７
２
）
へ

進
め
ま
す
。

�
新
津
市
・
小
須
戸
町
地
域

交
通
の
利
便
性
を
生
か
し

た
快
適
で
安
全
な
居
住
機
能

や
、
憩
い
と
安
ら
ぎ
を
提
供

す
る
自
然
体
験
型
の
レ
ジ
ャ

ー
・
交
流
機
能
を
担
い
、
に

ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

新
潟
薬
科
大
学
を
核
と
し

て
、
産
・
学
・
官
・
地
域
が

連
携
し
た
バ
イ
オ
リ
サ
ー
チ

パ
ー
ク
構
想
の
推
進
に
よ

り
、
学
術
・
研
究
開
発
機
能

を
担
い
、
新
産
業
の
創
出
や

地
域
産
業
の
新
た
な
展
開
を

図
り
、
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

10月11日～19日�

旧
小
澤
家
庭
園
を
一
般
公
開�

　
和
風
造
り
の
庭
園

“にいがた地元学”の船出�
10月11日にフォーラム開催�

“にいがた地元学”の船出�
10月11日にフォーラム開催�

地
元
学
は
、
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
地
域
を
見
つ
め

直
し
て
、
地
域
の
個
性
・
魅

力
を
知
り
、
自
分
た
ち
の
力

で
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
よ
り

良
く
し
て
い
く
取
り
組
み
で

す
。
本
市
は
近
隣
市
町
村
と

合
併
協
議
を
進
め
て
お
り
、

市
域
が
広
が
る
時
期
だ
か
ら

こ
そ
、
こ
う
し
た
取
り
組
み

が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

今
回
開
催
す
る
フ
ォ
ー
ラ

地
域
の
宝
物
、
良
い
も
の
を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
取
り
組
み
「
に
い
が
た
地

元
学
」
を
、
今
年
度
市
政
の
重
点
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ

の
一
環
と
し
て
、
広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
地
元
学
に
つ
い
て
関
心
を
深
め
て

も
ら
お
う
と
、「
に
い
が
た
地
元
学
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜
な
い
も
の
ね
だ
り
か
ら
あ
る

も
の
探
し
へ
の
船
出
」
を
開
催
し
ま
す
。

ム
は
、
市
民
と
と
も
に
こ
れ

か
ら
の
に
い
が
た
地
元
学
推

進
の
核
と
な
る
準
備
会
を
設

け
、
協
働
し
て
企
画
・
実
施

す
る
も
の
で
、
に
い
が
た
地

元
学
の
船
出
と
し
て
位
置
付

け
て
い
ま
す
。

地
元
学
の
目
的
や
、
取
り

組
み
の
面
白
さ
、
楽
し
さ
、

大
切
さ
な
ど
を
知
っ
て
も
ら

い
、
新
た
に
活
動
を
始
め
る

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
行
い

ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
し
て
い
る
団
体
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
も
、
お
互
い

に
情
報
交
換
を
す
る
こ
と
で
、

自
分
た
ち
の
活
動
を
振
り
返

り
、
課
題
を
整
理
し
た
り
、

さ
ら
に
活
動
を
前
進
さ
せ
る

フォーラムの主な内容

10
月
１
日
か
ら
下
水
道
処

理
を
開
始
す
る
区
域
に
つ
い

て
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

日
時

９
月
16
日
〜
30
日
午

前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
場
所

下
水
道
企
画
課

（
市
役
所
第
１
分
館
６
階
）

対
象
区
域

大
形
地
区
…
逢

谷
内
１
、
寺
山
１
・
３
の
各

一
部
▽
中
地
区
…
河
渡
２
、

小
金
町
２
の
各
一
部
▽
西
地

区
…
五
十
嵐
中
島
３
・
４
、

内
野
関
場
、
五
十
嵐
上
崎
山

の
各
一
部

問
い
合
わ
せ

同
課
（
�
内

線
２
９
５
６
）
へ

受
益
者
負
担
金

受
益
者
負
担
金

受
益
者
負
担
金

納
期
限
は
９
月

納
期
限
は
９
月

納
期
限
は
９
月
303030
日日日

下
水
道
受
益
者
負
担
金
を

納
め
る
対
象
区
域
の
皆
さ
ん

に
納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま

し
た
。
９
月
30
日
ま
で
に
、

下
水
道
処
理
開
始
区
域�

９
月
16
日
か
ら

縦
覧�

○基調講演

結城登美雄（仙台市を拠点に地元学を提唱。

民俗研究家）

テーマ｢つながって良い地域をつくろう｣

○にいがた地元学について

にいがた地元学の取り組みについて

新潟のまちづくり団体の活動をのぞいてみよう

○にいがた地元学談議

｢にいがた地元学の船出 漕
こ

ぎ手は私たち｣

パネリスト

結城登美雄、鍋谷總子（坂井輪地域学研究会）、

野内隆裕（にいがた寺町からの会）、高橋一志

（内野で空き店舗を改修した｢空
から

空
くう

間
かん

｣を運営）、

篠田市長

き
「
上
大
川
前
通
10
番
町
」

バ
ス
停
下
車
徒
歩
５
分
）


